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Taipei with Academia Sinia）および
日韓交流セミナー（精密構造変換解析研

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Molecular cloning and characterization of
furcatin hydrolase, a disaccharide specific
glycosidase in  Viburnum furcatum Blume








Construction of Host-Vector Systems for

























An Analysis of Cancer Microarrays in the
Pathway Context using Bayesian Networks
附属バイオインフォマティクスセンター
箕輪洋介
An Analysis of Membrane Stereochemistry








General Description and Systematic


































































『Syntheses, Structures and Properties of  Kinetically Stabilized Distibenes and
Dibismuthenes, Novel Doubly Bonded Systems between Heavier Group 15 Elements』










































































































































































































































































































































































［教務職員］ ●山崎　教正 生体反応設計研究部門Ⅰ 辞　　職
（日本国際問題研究所 軍縮・不拡散促進センターへ）
平成15年1月1日




［助　　手］ ●山口　茂弘 有機合成基礎研究部門Ⅰ 転　　出
（名古屋大学大学院理学研究科　助教授）
［教務職員］ ●山本　真平 無機素材化学研究部門Ⅲ 採　　用
平成15年2月1日
［教　　授］ ●梅田　真郷 生体分子情報研究部門Ⅰ 採　　用
（東京都臨床医学総合研究所　東京都健康局総務部副参事から）
































































































































































































































Institute for Chemical Research
Kyoto University
この化研広報誌に過去のキャン
パスの自然の変移を書けと言うこ
とであるが、私の話は虫に片寄ら
ざるを得ず、興味を持って読んで
いただけるだろうか。樹木なら見ておられる人も多いと思うが、
私は全然記録してこなかった。
手塚治虫の名で有名になったオサムシという3 cmほどの肉食
の甲虫がある。大多数は飛ぶための羽を持たず、歩くだけなの
で移動は極度に制限され、したがって地域毎に環境に適応した
種ができており、環境変化に弱い。分類的な種の境界すら明ら
かでないが、地域分化の結果、本州全体で35 種ほど居ると思わ
れていて（DNAの塩基配列による分類学の良い対象となってい
る）、宇治キャンパス内でも 5 種がとれている（写真はその中か
ら）。エゾカタビロオサムシは飛ぶことができて北海道から中国
大陸にかけての広域分布種で、1972年までは多かったがそれ以
後は 1977年に 1頭とれただけ。他の種も現在は1種も居ないだ
ろう。
宇治キャンパス図鑑 No.1
化研点描
京都大学名誉教授
高橋敞（現京都女子大学教授）
専門分野：タンパク質構造の
物理化学
左からヤコンオサムシ（‘71年7月9日）、エゾカタビロオサムシ
（‘71年6月10日）、マイマイカブリ（‘95年2月15日）、オオオサム
シ（‘71年5月17日）。いずれも宇治キャンパス内で採集。
右側スケール1メモリ＝ 1mm
